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京大理 富 田和 久
太 田 隆 夫 , 伊 藤 昭
化学反応における濃度の時間的,空間的振動という現象としては,化学電池内の電流
の振動1),Liesegangring2), などが古 くから知 られていた.しかしこれ らの例では,
もともと濃度勾配が存在していたため,一様な系では振動が現われることはあ りえない
という考えが支配的であった｡






一方理論家たちの一部は早 くから振動する反応系の問題 をとり上げていた｡ 1920年


















1図のごとくなる｡外部から濃度を調節できる量 としてはM, BM, A.及び¢≡F+
Tが考 えられる｡Noyesは反応 〔1〕
が他の反応に比べて極めて短時間に平























三､二 t二 ∴ ∴ :~
応係数 を用いて方程式系は第 2図の反応系 と同等 となる｡そこで, これをさらに簡単化
して第 3図のごとき反応を考え,その振舞 をしらべてみた｡
第 2図 第 1図でいくっかの反応
を縮約したもの｡本文参照｡























る間は, Rは主 として反応 〔2〕を通じて消費され, 〔5〕の反応は進まない｡ しかし
Bが消費されて少量になると一気に反応 〔5〕が流れ出し(Rが自己触媒 として働 く),





(∂Fs,∂Bs,6Rs)について方程式系を線型化 し,時間的変化 ∝ eAtを調べてみると,
)についての固有方程式
ス3.+α12十P}+ ㌃-0 (5)
がえられる｡α, β, ㌃は外部から制御できる成分 A, BM,M, ¢の関数 となる｡こ
こで振動する mode(Im ス≒o)が不安定化する (hardmodeInstability)条件°
Rel_>Oは,
α･P≦ 3' (6)










































なる条件かえられる (exchangeofStability)｡ここに qcは ㌃(q)の極 小 を与える波
数であ り,この臨界値 を越 えて現れる状態は,大略波数が q｡で与えられ る静止 した空
間的パターンであることが確かめられる.外部から制御できる変数 A,M,の関数 とし
て,(7)K対応する安定性交代の境界 を示せば第 4図実線のごとくなる｡前例で limitl
cycleを生 じた点 (A-2.5,M-3.0, め-60)はたまたま(7)の領域にも属 してい
るので,一様でない初期条件から出発 して偏微分方程式系 ((1)--(3)Fこ Di∇…Xi(r)を加
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が安定であるが (溶液 を撹拝するなどして )強制的 に系 を一様 にしてやれば時間的振動





zhatx)tinsky12)等の提出 したものがあ り, Noyes達 も上記 と殆 ど同じ模型について,
limit｡y｡l｡の存在13),空 間的 進 行 波 の振 舞 等 を 論 じている14㌔なお定性的問題 とし
て決着 を要するものに進行波の発生原因がある｡すなわち,進行波が不純物の存在によ
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